
香美市市勢要覧



香
美
市

未
来
を
描
く

03
　
共
に
生
き
る 

香
美
市
の
自
然
の
彩
り

 

05
　
未
来
を
描
く ―

 

人

　
　
助
け
合
い
か
ら
生
ま
れ
る
田
舎
暮
ら
し
の
未
来

07
　
未
来
を
描
く ―

 

子
育
て
環
境 

　
　
子
ど
も
た
ち
の
明
日
を
描
く

09
　
未
来
を
描
く ―

 

教
育

　
　
学
園
都
市 

香
美
市
を
め
ざ
し
て

11
　
未
来
を
描
く ―

 

福
祉

　
　
い
き
い
き
と
美
し
く
人
生
を
描
く

13
　
未
来
を
描
く ―

 

産
業

　
　
香
美
市
を
描
く
無
限
大
の
チ
カ
ラ

15
　
未
来
を
描
く ―

 

伝
統
産
業

　
　
未
来
に
は
た
め
く
伝
統
産
業
フ
ラ
フ

　
　
龍
馬
も
愛
し
た
土
佐
打
刃
物

19
　
未
来
を
描
く ―

 

生
活
基
盤

　
　
暮
ら
し
が
充
実 

香
美
市
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

21
　
未
来
を
描
く ―

 

香
美
市
で
の
暮
ら
し

　
　
誌
上
座
談
会 

23
　
香
美
市
産
をtake out

25
　
ふ
る
さ
と
香
美
市
の
歴
史
文
化
財

27
　
受
け
継
が
れ
る
鼓
動 

〜
伝
統
行
事
・
年
間
行
事
〜

29
　
市
制
10
年
の
あ
ゆ
み

31
　
第
２
次
香
美
市
振
興
計
画

      

美
し
く
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
、

      

共
に
支
え
あ
う

      

進
化
す
る
自
然
共
生
文
化
都
市
・
香
美
市

　
　
１
　
ま
ち
の
か
た
ち
を
創
る

　
　
２
　
み
ど
り
を
保
つ

　
　
３
　
や
す
ら
ぎ
を
守
る

　
　
４
　
賑
わ
い
を
興
す

　
　
５
　
未
来
を
拓
く

　
　
６
　
み
ん
な
で
築
く

39
　
市
議
会

40
　
姉
妹
都
市
交
流

41
　
香
美
市Inform

ation ﹇
目
次
﹈

子どもから高齢者まで、

移住してきた人も、ずっと前から住んでいる人も

さまざまなスタイルで自分の生き方をデザインしていく。

やがて、一人ひとりのデザインは

地域を彩り、まちを彩り、

香美市の未来を描いていきます。

香美市合併10周年記念事業の一環として、
「これからの香美市への思い」を描いた“世
界で一枚のフラフの原画”を募集。原画を作
成している楠目小学校6年生のみなさん。
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共
に
生
き
る

香
美
市
の

自
然
の
彩
り

澄
ん
だ
川
の
上
に
は
、満
天
の
星
空
。

鍾
乳
洞
は
時
の
長
さ
を
語
り
、

山
や
棚
田
は
季
節
の
移
ろ
い
を
知
ら
せ
る
。

こ
こ
は
自
然
の
彩
り
と
共
に
生
き
る
場
所
。

龍河洞

里山の風景

澄
ん
だ

あじさいロード

物部川

こ
こ
は
自

の風景

べふ峡

西熊渓谷

鏡野公園の桜

三嶺

星空 大荒の滝

里山物部町頓定のしだれ桜
とんじょう

物部物轟の滝
とどろ
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自
分
ら
し
さ
が
光
る

暮
ら
し
を
描
く

田舎暮らしでは助け合いの子育てでご縁を広げて

若い世代のゆず農家が増加中

水と緑と空気、自然の美しさに感動して移り住む人が多い

・
里
・
山
と
い
っ
た

幅
広
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
選
択
で

き
る
香
美
市
。
空
港
や
高
速
道

路
の
イ
ン
タ
ー
が
近
く
、
特
急

が
停
車
す
る
Ｊ
Ｒ
の
駅
も
あ
る

土
佐
山
田
町
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
の
施
設
が
あ

る
香
北
町
、
山
と
川
に
囲
ま
れ

自
然
が
豊
か
な
物
部
町
な
ど
、

移
住
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
満

た
し
て
い
ま
す
。
仕
事
は
街
で

働
く
人
も
い
れ
ば
、
ゆ
ず
農
家

を
始
め
る
人
、
工
房
の
運
営
な

ど
里
山
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
む

人
も
い
ま
す
。
地
域
の
伝
統
文

化
や
市
民
活
動
な
ど
地
域
と
の

関
わ
り
、
地
域
で
の
子
育
て
な

ど
の
助
け
合
い
が
ほ
ど
よ
く
残

り
、
孤
立
感
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
魅
力
か
ら
移
住
者
が

徐
々
に
増
え
、
過
半
数
が
移
住

家
族
と
な
っ
た
集
落
も
あ
り
ま

す
。
お
お
ら
か
な
住
民
と
、
新

し
い
風
を
運
ぶ

移
住
者
に
よ
っ

て
新
し
い
田
舎

暮
ら
し
の
未
来

が
切
り
拓
か
れ

て
い
ま
す
。

街

人
未来を描く

高齢化率が30％までに減少した
大西集落
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べふ峡キャンプ場

高知県立森林研修センター情報交流館

秦山公園

やなせたかし記念館内にある施設。絵本原画やイラ
ストが展示されており、市内の子どもには入場無料
券が配布されています。ミュージアム前の広場も開
放的な遊び場として人気です。

香美市立やなせたかし記念館
アンパンマンミュージアム

アンパンマンが暮らす町を
ミニチュアで再現したジオラマ

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

アンパンマン図書館

保育園に同一世帯から2人以上が同時入所してい
れば第二子の保育料が半額となる制度や、幼稚園
就園奨励費などの援助を行い、子育て家庭の経済
負担を軽減しています。

市内には「子育てセンターなかよし」と「子
育てセンターびらふ」2カ所の子育て支援
センターがあります。遊び場の開放や情報
発信、育児相談、一時預かりなど、さまざま
な支援を通して子育てを応援します。

子育て支援センター

ママのサポートルーム いつでも利用できる子育て相談月1回の保健師、栄養士による育児相談

子育て環境
未来を描く

支
援
も
遊
び
も
充
実

子
育
て
中
で
も

暮
ら
し
や
す
い

保育園や幼稚園の費用援助もあります

国
的
に
危
惧
さ
れ

て
い
る
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
香
美
市
で
は
出
生
率

の
向
上
を
目
標
の
一
つ
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
を

生
み
育
て
や
す
い
環
境
を
作

り
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。
市
で
は
相
談
事
業
を
妊
娠

期
か
ら
行
う
な
ど
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
育
園
の
待
機
児
童
の
解
消
、

医
療
費
助
成
事
業
等
経
済
的

支
援
の
充
実
の
他
、
地
域
の
子

育
て
支
援
拠
点
の
充
実
も
図
っ

て
い
ま
す
。
市
内
に
２
カ
所
あ

る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、

気
軽
に
親
子
で
出
か
け
や
す
い

と
人
気
で
す
。
ま
た
、
市
内
に

は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

豊
か
な
自
然
環
境
や
キ
ャ
ン
プ

場
、
木
と
ふ
れ
あ
え
る
施
設
な

ど
、
子
ど
も
の
心
と
体
を
育
む

遊
び
場
が
充
実
し
て
い
る
の
も

魅
力
。
支
え
合
い
や
豊
か
な
自

然
環
境
の
中
で
、
の
び
の
び
と

子
育
て
が
で
き
ま
す
。

全
高知県立甫喜ヶ峯森林公園
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小中高合わせて11校から31人の児童
生徒が参加。学校やまちをより良くす
る会議を行った結果、地域行事や香
美市の歌などが誕生。子どもたちの意
見がまちづくりに反映されています。

香美市子ども会議
香美市学園都市構想

小・中学校、高校、大学が共同で
教育を創造して取組を進めてい
ます。香美市子ども会議、理科ク
ラブや天文教室、キャリア教育、
教科研修、部活動交流などを通
して、地域と学校の距離を縮め、
学力・体力や郷土への愛着の向
上、高知工科大学へ進学する香
美市出身者数の増加といった目
標を掲げています。

山田高校商業科が、地域の伝統工芸品「フラ
フ」を再利用した商品開発に取り組みました。
家庭で使われなくなったフラフを、衣類やバッ
グなどにリメイク。完成品は地域のイベント等で
販売し、地域の活性化につながっています。

地域活性化につながる
商品開発

地元小学校への学習サポーターとしての生徒
派遣、保・幼、高齢者福祉施設でのボランティ
ア活動など、地域に信頼される学校づくりの取
組として、全校生徒が1年間に1回以上、地域貢
献・ボランティア活動に参加しています。

山田高校ボランティア
高知工科大学教職課程で行う、高知県内の小
中高校と連携した制度です。教職課程を履修
している学生が学校現場に出向き、長期的に
学習指導などの交流を行っています。学生は子
どもたちとふれあうことで大きく成長します。

学校サポーター制度

香美市には保育園7園、
幼稚園2園、小学校７
校、中学校3校、特別支
援学校1校、高等学校1
校、大学1校がそろい、
市内で充実した教育を
受けることができます。

保・幼～大学まで

大
学
の
あ
る
ま
ち
で

創
造
さ
れ
る
教
育
環
境

教育
未来を描く

香美市KYO子どもまつり

英語を楽しく身につける大宮小学校豊かな自然の中で学ぶ大栃小学校理科教育に力をいれている片地小学校

保育園幼稚園小学校中学校高校大学

育
園
・
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
・

特
別
支
援
学
校
・

高
等
学
校
・
県
立
大
学
と
い
っ

た
教
育
機
関
が
そ
ろ
う
の
は
高

知
県
内
で
も
香
美
市
を
含
む
３

自
治
体
の
み
。
中
で
も
高
知
工

科
大
学
は
研
究
学
園
交
流
拠
点

と
し
て
、
特
徴
の
あ
る
大
学
の

一
つ
で
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環

境
を
活
か
し
て
、
各
種
教
育
機

関
の
連
携
を
密
に
し
、
連
続
し

て
子
ど
も
の
育
ち
を
保
障
す
る

教
育
を
行
う
「
香
美
市
学
園

都
市
構
想
」
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
香
美
市
で
は
家
庭
・
学

校
・
地
域
が
連
携
し
て
進
め
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
「
よ
っ
て
た

か
っ
て
地
域
が
育
て
る
教
育
」

と
銘
打
ち
、
市
内
の
全
小
中
学

校
で
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
、
基
盤
と

な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
保
・
幼
・
小
が
連
携
し
て

幼
児
と
児
童
の
交
流
を
図
り
、

就
学
前
教
育
と
小
学
校
教
育

を
円
滑
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
教
育

環
境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 保
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地域包括支援センターを拠点に、
ウォーキングなどの健康習慣づくり
や、パソコン教室などの生きがいづく
りを推奨しています。

介護予防事業

認知症が気になる方や、予防
したい方を対象とした認知症
教室を開催しています。家族
の認知症への相談にも応じ
ています。

認知症を知る教室
「ろばろば」

学校や保育園、地元量販店での食育推
進活動、地域の公民館などでの地区伝
達活動などを行い、地域の方々の食を通
じた健康づくりに取り組んでいます。

食生活改善推進員による
食育活動

交流やボランティア活動の場となる地域サロン

健康手帳

乳幼児健診

地域サロン（山田サロン　ボランティ家 てとて）

福祉
未来を描く

住
み
慣
れ
た
こ
の
ま
ち
で

ず
っ
と
暮
ら
せ
る
幸
せ

乳幼児・児童医療費助成制度

香美市では、市内の中学校3年生まで
の乳幼児・児童の通院または入院でか
かる医療費を助成しています。所得制
限や自己負担のない、子育て世帯を支
える制度です。

健康のために、1年に1回の受診を勧奨
している特定健診。国民健康保険に加
入している方なら無料で受けることが
できます。

特定健診自己負担金無料

も
が
主
体
的
な
健

康
づ
く
り
を
す
る

こ
と
を
基
本
に
、

妊
娠
期
か
ら
介
護
予
防
ま
で
継

続
し
た
支
援
を
展
開
す
る
香
美

市
。
妊
婦
相
談
や
乳
幼
児
健

診
の
実
施
、
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
の
助
成
、
特
定
健

診
の
無
料
化
や
介
護
予
防
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
見

守
り
や
支
え
合
い
を
行
う
地
域

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
」

誰

で
は
物
部
町
、
香
北
町
、
土
佐

山
田
町
の
３
カ
所
で
地
域
サ
ロ

ン
を
開
催
。
高
齢
者
や
子
ど
も

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
が
自
由

に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
他
に
も

健
康
習
慣
づ
く
り
や
パ
ソ
コ
ン

教
室
な
ど
も
実
施
。
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
医
療
・
保
健
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
る
香

美
市
に
は
、
安
心
し
て
自
分
ら

し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
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ド
の
維
持
、
発
展
を
図
る
よ

う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
こ
の
品
質
・
生

産
量
を
確
保
す
る
こ
と
も
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も

ゆ
ず
農
家
と
し
て
30
年
を
超

え
、
高
齢
化
の
波
を
感
じ
て

い
ま
す
。
１
８
０
名
ほ
ど
の

農
家
の
う
ち
、
30
代
40
代
の

若
手
が
20
人
ほ
ど
。
後
継
者

を
育
て
る
取
組
に
力
を
入
れ

る
他
、
改
植
に
よ
り
園
地
を

若
返
ら
せ
る
こ
と
で
品
質
向

上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

若
手
の
み
な
さ
ん
に

は
、
こ
の
40
年
間
変
わ

ら
ず
受
け
て
い
る
評
価

を
維
持
し
つ
つ
、
時
代

に
合
っ
た
挑
戦
を
期
待

し
た
い
で
す
ね
。
物
部

町
の
ゆ
ず
で
な
け
れ
ば

欲
し
く
な
い
と
い
わ
れ

る
品
質
を
受
け
継
い
で
ほ
し

い
で
す
。
生
果
ゆ
ず
は
品
質

に
こ
だ
わ
る
分
、
栽
培
も
大

変
で
す
が
、
そ
の
分
や
り
が

い
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
全
体
で
、
高
品
質
の
ゆ
ず

栽
培
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

実
家
が
農
家
で
、Ｕ
タ
ー
ン

し
た
年
に
ゆ
ず
を
栽
培
し
て

い
た
た
め
、
ゆ
ず
農
家
の
道

を
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。
今
、

香
美
市
物
部
町
は
、
県
内
で

は
生
果
ゆ
ず
60
％
の
シ
ェ
ア

を
誇
る
、
生
果
ゆ
ず
の
一
大

産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
急

傾
斜
地
が
多
く
水
は
け
も
良

い
、
ゆ
ず
栽
培
に
適
し
た
地

形
で
育
っ
た
ゆ
ず
は
、
出
荷

後
傷
み
に
く
い
と
い
う
特
徴

も
あ
り
ま
す
。
ゆ
ず
の
生
果

そ
の
も
の
を
出
荷
す
る
「
玉

出
し
」
は
、
皮
に
傷
が
な
い

こ
と
や
形
の
良
さ
な
ど
、
高

品
質
が
絶
対
条
件
。
私
た
ち

は
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
生
果
ゆ

ず
産
地
と
し
て
高
品
質
な
玉

出
し
に
こ
だ
わ
り
、
ブ
ラ
ン

実
家

し
た

いい

若手の力を
地場産業の振興へ

地域活性化を学ぶ地域連携カフェ

高知テクノパーク

高知工科大学の学生が龍河洞多言語案内アプリを開発

予約注文だけで売り切れる
幻の桃「かりかり桃子」

繁藤ストックヤード

次代を担う若手農家

主に東京、名古屋、大阪方面で販売されるゆず玉の出荷量は日本一

「物部のゆずブランドは絶対に守りたい」と熱く語る山﨑さん

全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
ゆ
ず

地
域
の
力
を
集
約
し
て

も
っ
と
振
興
さ
せ
た
い

Interview

産業
未来を描く

荷
量
日
本
一
を
誇

る
ゆ
ず
玉
を
は
じ

め
、
食
感
が
特
徴

の
桃
「
か
り
か
り
桃
子
」、ニ
ラ
、

や
っ
こ
ね
ぎ
、
大
葉
な
ど
の
農

業
や
林
業
と
い
っ
た
産
業
が
根

付
く
香
美
市
。
移
住
体
験
や

ゆ
ず
狩
り
な
ど
の
体
験
型
観

光
、
補
助
金
制
度
の
充
実
、
県

が
開
校
す
る
「
高
知
県
立
林

業
学
校
」、
林
業
就
業
支
援
講

習
の
実
施
な
ど
で
、
担
い
手
の

育
成
と
さ
ら
な
る
産
業
振
興

を
め
ざ
し
、
近
年
、
若
い
農
業

者
の
活
躍
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

新
規
就
農
者
が
増
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
高
知
工
科
大

学
や
高
知
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
と

い
っ
た
、
新
た
な
産
業
の
活
性

化
に
取
り
組
む
大
学
や
工
業
団

地
が
あ
る
の
も
特
徴
で
す
。
高

知
工
科
大
学
で
は
県
内
の
方
と

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
「
地
域
連
携
カ
フ
ェ
」

や
、
外
国
人
観
光
客
向
け
の
龍

河
洞
多
言
語
案
内
ア
プ
リ
の
開

発
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、

豊
か
な
資
源
に
若
手
の
力
が
加

わ
り
、
産
業
の
可
能
性
が
大
き

く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

出

次代を担う若手農家

者新新ま学い化地知地

ゆず農家　山﨑 吉生さん
JAとさかみゆず生産部会副部会長。地元出身者で一旦は県外に
出たが24歳でのUターンをきっかけに家業を継ぎ、26歳で独立。

やまさき よしお
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月
を
迎
え
る
と
、

鯉
の
ぼ
り
と
共
に

端
午
の
節
句
を
祝

う
フ
ラ
フ
が
空
を
舞
い
ま
す
。

男
の
子
の
成
長
を
願
い
祖
父
母

や
親
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

高
知
県
中
東
部
の
家
庭
で
は
一

般
的
で
す
。
そ
の
起
源
は
明
治

初
期
で
、
語
源
は
諸
説
あ
り
ま

す
が
、英
語
の「
フ
ラ
ッ
グ（
旗
）」

が
土
佐
流
に
な
ま
っ
て
「
フ
ラ

フ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
染
め

物
に
適
し
た
自
然
の
流
水
物
部

川
の
存
在
、
大
き
く
は
ば
た
く

豪
快
さ
が
高
知
県
民
の
人
柄
に

合
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
土
佐
山
田

町
の
伝
統
産
業

「元気に育て」の思い
鮮やかに舞う

大空に舞うフラフ

水洗いでのりを落とせば、色の境目に白が浮き出る
子どもたちに受け継がれる染色文化 染色技術や絵柄を活かした製品も

フラフ

伝統産業
未来を描く

色止め
乾燥させながら色を止
めます。この後、水洗い
と縫製をして完成です。

背景染め
布を湿らせて、同じ系
統の色でグラデーショ
ンをつけていきます。

さし染め
発色を良くするために
水引きをしてから、はけ
で染めていきます。

のりづけ
もち米汁で作ったのり
で、下絵を写しとるよう
にして描きます。

作
業
工
程

さまざまな色がそろう染料

５

と
し
て
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。

一
枚
一
枚
手
作
業
で
絵
を
描
く

フ
ラ
フ
は
、
染
付
の
最
盛
期
と

も
な
る
と
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で

作
業
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
近
年
で
は
フ
ラ
フ
の
技
術

を
活
用
し
、
の
れ
ん
や
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
な
ど
現
代
の
住
宅
事
情

に
あ
っ
た
作
品
が
作
ら
れ
て
い

る
他
、
香
美
市
合
併
10
周
年

記
念
の
フ
ラ
フ
作
成
や
、
地
域

の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
が
手
染
め
に

よ
る
旗
を
作
る
な
ど
、
フ
ラ
フ

の
伝
統
を
次
の
世
代
へ
伝
え
る

た
め
の
取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
フ
ラ
フ
に
は
、
い
つ
の
時

代
も
多
く
の
家
庭
の
喜
び
と
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

時代で変わるフラフの絵柄
伝統産業であるフラフにも時代による変化が
あります。金太郎や七福神などの伝統的な絵
柄の他、親の職業や趣味を反映した絵柄も
人気です。
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当
時
と
同
じ
工
程
で

一
本
一
本
手
作
り
を
続
け
る

刃物まつり

協同組合
土佐刃物
流通センター

実演見学

協同組合土佐刃物流通センターには
さまざまな種類の鎌や包丁が並ぶ

土
佐

打
刃
物

日本刀の作刀技術から生まれた製造方法
で、形状を自由自在に造り上げることがで
き、土佐の自由鍛造と呼ばれます。あらゆる
大きさ、硬度の異なる素材を合わせ、丹念に
打ち伸ばし鍛えていきます。

土佐打刃物の主要な製
品は、鎌・鉈（なた）などの
農耕具でした。近年では
包丁や園芸用刃物など
ニーズに応じて幅広く展
開しています。

伝統産業
未来を描く

くじらナイフ

戸
時
代
初
期
か
ら

伝
わ
る
高
知
県
を

代
表
す
る
伝
統
工

芸
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
も
人
気
の
土
佐
打
刃

物
。
か
の
坂
本
龍
馬
の
愛
刀「
吉

行
」
も
土
佐
打
刃
物
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
、
武
具

刀
剣
の
需
要
に
伴
い
打
刃
物
が

広
が
り
、
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た

高
知
県
で
は
、
山
林
伐
採
に
必

要
な
打
刃
物
が
生
産
さ
れ
ま
し

た
。
土
佐
打
刃
物
は
、
硬
度
の

異
な
る
素
材
を
合
わ
せ
、
熱
し

打
ち
伸
ば
し
広
げ
て
い
く
こ
と

江

で
鍛
え
ま
す
。
丹
念
な
手
作

業
に
よ
る
、
折
れ
ず
曲
が
ら
ず

の
逸
品
は
全
国
に
そ
の
名
を
と

ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。現
在
で
も
、

職
人
の
手
作
り
に
よ
る
品
質
の

良
さ
が
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
職
人
の
平
均
年
齢
が
上
が

る
一
方
、
土
佐
刃
物
二
世
会
の

若
手
も
負
け
て
い
ま
せ
ん
。
子

ど
も
向
け
ナ
イ
フ
の
商
品
開
発

や
、
香
美
市
の
鍛
冶
職
人
た
ち

に
よ
る
刃
物
ブ
ラ
ン
ド
「
火
床
」

の
創
設
な
ど
、
伝
統
製
法
を
活

か
し
た
新
し
い
試
み
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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昭和の商店街イベントが好評のゑびす商店街

生活基盤
未来を描く

車もJRも飛行機も便利な3WAY
高速道路ICが近く、特急が停車するJRの駅があり、
高知龍馬空港や高知市まで約15～30分。自然に
囲まれながらも仕事やレジャーに最適な環境です。

高
知
市
ま
で
30
分
の
、

便
利
さ
と
賑
わ
い
の

ま
ち
で
暮
ら
す

南国IC

JR高松駅

高知龍馬空港

JR岡山駅

JR高知駅

2時間20分

1時間55分

15分15分

30分

香美市

速
道
路
の
Ｉ
Ｃ
が

近
く
、
特
急
が
停

車
す
る
Ｊ
Ｒ
の
駅

も
あ
る
た
め
、
高
知
龍
馬
空

港
や
高
知
市
ま
で
は
約
30
分

と
、
交
通
ア
ク
セ
ス
は
抜
群
で

す
。
日
々
の
買
い
物
は
地
元
産

の
野
菜
が
取
り
扱
わ
れ
る
大
型

ス
ー
パ
ー
や
商
店
街
へ
。
商
店

街
全
体
が
昭
和
に
染
ま
る
「
ゑ

び
す
昭
和
横
丁
」
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
活
力
に
満
ち
た
ゑ
び

す
商
店
街
も
あ
り
ま
す
。
平

成
26
年
か
ら
は
山
間
部
の
高
齢

者
の
通
院
や
買
い
物
支
援
と
し

て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
も
開

始
し
て
い
ま
す
。
街
・
里
・
山

が
あ
り
、
高
知
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
か
ら
自
然
豊
か
な
中
山
間

地
域
と
、
住
む
場
所
の
幅
も
広

く
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
選
択
で
き
る
ま
ち
で
す
。

高

通勤・通学客が行き交う
JR土佐山田駅

スーパー バリューでは地元産の
安心・安全・新鮮な野菜等が豊富

地域の活動拠点「ふらっと中町」

キャラクターごとにデザインされた
アンパンマンバスがお出迎え
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上
村
さ
ん　
私
は
大
学
入
学
を
機

に
香
美
市
に
来
ま
し
た
。
ま
だ
住

ん
で
２
年
目
で
す
が
、
人
柄
が
あ

た
た
か
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

釣
り
な
ど
自
然
の
楽
し
み
方
も
分

か
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

辻
井
さ
ん　
私
は
最
初
、
徳
島
県

に
移
住
し
ま
し
た
。
覚
悟
の
上
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
子
ど
も
が
少

な
い
地
域
だ
っ
た
た
め
、
子
育
て

の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
香
美
市
の
子
育
て
環

境
に
惹
か
れ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク

で
家
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
今
に
至
り
ま
す
。

近
藤
さ
ん　
私
は
土
佐
山
田
町
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
の

利
便
性
は
高
い
で
す
よ
ね
。
自
然

も
街
も
近
く
に
あ
っ
て
、
学
校
も

平成27年7月にオープンした、香美市の移住相談窓口となる施設で
す。旧佐岡保育園の園舎をそのまま利用しており、広いホールや園庭
などの交流スペースも豊富。地域住民や移住者との交流、地域の集
いなど、さまざまな拠点として活用されています。

香
美
市
で
暮
ら
す

魅
力
を
語
り
合
う

住民のみなさんが描くそれぞれの夢を伺うことができました。
生活の場として、故郷として、まだまだ香美市の可能性は広がるばかりです。

香
美
市
の
住
み
心
地

防災を通じて
地域や学校と
関わっていきたい

充
実
の
教
育
環
境

地
域
と
の
関
わ
り

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し

会場は
コチラ！

香美市立
移住定住
交流センター

誌
上
座
談
会

暮らしも仕事も
両方を充実させる
輪を広げたい

香美市での
暮らし

未来を描く

近藤 純次さん
ＮＰＯ法人いなかみ

愛媛県出身。高知市内
での就職を経て香美市
へ。現在は移住定住交
流センターにて、移住者
サポートを行う。

上村 裕之さん
高知工科大学２回生

兵庫県出身。大学では
プログラミングを専攻。
数学教師をめざしなが
ら、防災ボランティア団
体に所属する。

物部町出身。子どもの頃
から過ごしてきた郷土
で、市役所職員として定
住促進に励む毎日。家
族5人暮らし。生活の利便性が

子育て中の私には
ありがたいです

香美市役所定住推進課

公文 直樹さん
くもん

香北町移住者

神奈川県出身。東日本
大震災を経験したこと
で住まいや暮らしの価
値観が変わり、家族で四
国へ移住した。

辻井 幸さん
ゆき

病
院
も
近
い
。
地
域
の
方
が
子
ど

も
に
声
か
け
を
し
て
く
れ
る
な
ど

の
関
わ
り
も
あ
り
ま
す
し
。

公
文
さ
ん　
私
の
住
む
物
部
町
は

山
間
地
域
で
す
が
、
四
季
の
移
ろ

い
を
体
感
で
き
る
こ
と
と
、
近
藤

さ
ん
と
同
じ
く
地
域
の
方
が
子
ど

も
を
よ
く
見
て
く
れ
る
安
心
感
が

魅
力
で
す
。
地
域
の
方
々
の
顔
が

分
か
る
、
ち
ょ
う
ど
い
い
故
郷
だ

と
思
い
ま
す
。
商
店
街
や
診
療
所
、

郵
便
局
や
農
協
支
所
か
ら
銀
行
代

理
店
も
あ
っ
て
、
生
活
の
不
便
は

な
い
で
す
ね
。

辻
井
さ
ん　
産
後
す
ぐ
に
車
で
あ

ち
こ
ち
移
動
し
な
い
と
い
け
な
い

生
活
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
た
の

で
す
が
、
今
の
住
ま
い
な
ら
何
で

も
徒
歩
圏
で
済
む
ん
で
す
。
本
当

に
助
か
り
ま
す
。

公
文
さ
ん　
子
ど
も
は
高
校
生
一

人
と
中
学
生
二
人
で
、
全
員
地
元

の
学
校
で
す
。
香
美
市
に
は
公
立

大
学
ま
で
教
育
機
関
が
そ
ろ
っ
て

い
て
、
小
学
校
と
大
学
が
連
携
し

て
地
域
学
習
を
行
う
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
教
育
に
熱
心
で
す
よ
ね
。
地

元
か
ら
高
知
工
科
大
学
に
進
む
子

ど
も
を
育
て
る
取
組
も
あ
り
ま

す
。
仕
事
柄
、
移
住
促
進
の
話
を

す
る
際
に
も
、
こ
の
連
携
し
た
教

育
体
制
は
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

上
村
さ
ん　
小
学
校
と
の
関
わ
り

の
他
、
山
田
高
校
と
も
２
年
ほ
ど

前
か
ら
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

防
災
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
縁
で
、
お
互
い
の
イ
ベ
ン
ト
を

手
伝
う
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
藤
さ
ん　
ど
の
学
校
も
特
色
を

出
し
た
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

地
域
住
民
と
連
携
し
た
体
験
学
習

や
、
地
元
食
材
を
つ
か
っ
た
食
育

な
ど
、
魅
力
的
な
授
業
が
た
く
さ

ん
。
学
校
を
訪
問
し
て
話
を
聞
い

た
ら
、
校
長
先
生
の
学
校
自
慢
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

辻
井
さ
ん　
上
の
子
が
小
学
１
年

生
な
ん
で
す
が
、
学
校
と
地
域
の

関
わ
り
が
強
い
で
す
ね
。
夏
休
み

に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
い
う
、
山

田
高
校
が
主
と
な
っ
て
異
年
齢
で

交
流
す
る
機
会
を
作
っ
て
く
れ
た

り
。
中
学
生
か
ら
大
学
生
、
地
域

の
方
と
も
触
れ
合
え
る
っ
て
、
恵

ま
れ
た
環
境
で
す
よ
ね
。
引
っ
越

し
て
き
た
私
た
ち
が
地
域
に
馴
染

む
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

上
村
さ
ん　
大
学
で
は
、
高
校
と

地
域
と
の
関
わ
り
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
地
元
と
の
連

携
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
市
役
所
と
も
協
力
し
て
地
域

の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
る
な
ど
、
地

域
と
の
連
携
を
増
や
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
文
さ
ん　
高
知
工
科
大
学
は
、

地
元
住
民
と
協
働
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
活
動
を
し
て
く
れ
た
り
、

山
田
高
校
は
特
産
品
開
発
を
し
て

く
れ
た
り
と
、
学
校
が
す
ご
く
地

域
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

つ
な
が
り
は
大
事
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

辻
井
さ
ん　
そ
う
い
っ
た
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
も
、
い
な
か
み
さ

ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
の
他
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
メ
ー
ル
な
ど
で
教

え
て
も
ら
え
る
の
で
、
助
か
っ
て
い

ま
す
。
市
内
で
同
年
代
の
子
ど
も

を
持
つ
お
母
さ
ん
と
親
し
く
な
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
し
、
市
民
と

し
て
も
何
か
と
地
域
に
関
わ
る
機

会
が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

公
文
さ
ん　
物
部
町
は
地
域
の
つ

な
が
り
が
強
い
反
面
、
急
速
な
人

口
減
少
が
課
題
で
す
。
今
の
保
育

園
や
小
中
学
校
を
次
世
代
に
残
せ

る
よ
う
、
新
し
い
人
に
も
移
住
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
地
域
出
身
の

人
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
場
所
と
し

て
維
持
し
た
い
。
市
役
所
職
員
で

あ
る
と
同
時
に
、
物
部
町
の
住
民

と
し
て
地
域
存
続
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

上
村
さ
ん　
香
美
市
は
、
多
地
域

の
人
が
集
ま
る
大
学
が
あ
る
環
境

が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
県

外
出
身
者
で
す
が
、
進
学
を
機
に

地
域
の
魅
力
を
知
っ
た
こ
と
で
、

香
美
市
で
教
師
の
夢
も
叶
え
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

辻
井
さ
ん　
地
域
に
馴
染
む
学
校

が
あ
っ
て
、
地
域
の
方
の
さ
ま
ざ

ま
な
力
を
活
か
せ
て
い
る
環
境
が

あ
る
場
所
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
力
を
使
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
を
育
め
る
ま
ち
に
な
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

近
藤
さ
ん　
移
住
者
の
方
た
ち

は
、
仕
事
と
暮
ら
し
両
方
を
大
切

に
し
て
い
る
方
が
多
い
と
感
じ
ま

す
。
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た

り
、
普
段
は
買
っ
て
い
る
も
の
を

自
分
で
作
っ
て
み
た
り
。
こ
れ
っ

て
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
す
よ
ね
。
そ
ん

な
移
住
者
の
み
な
さ
ん
や
地
域
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
現
代
に
合
っ

た
香
美
市
ら
し
い
暮
ら
し
を
創
造

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域や学校の
つながりを大切に

していきたい
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豆腐、こんにゃく、手打そばなど
田舎料理の体験

シカ肉加工品

体にやさしい自然育ち

タケノコやこんにゃく、ミョウ
ガなど山里の旬を味わえる
ヘルシーなお寿司で、寿司飯
には特産のゆずが効いた郷
土料理です。道の駅やスー
パーで日常的に販売されて
います。

田舎寿司

ゆず玉出荷量日本一を誇る香美市の
ゆずを使った加工品です。ゆずドリン
クやほんのり塩味の効いたマーマレー
ド、ゆず皮のピールなど、産地ならで
はの製品がそろっています。

ゆず加工品

ゆずや「かりかり桃子」の他、お米
や苺、ニラ、ショウガなど、ハウス栽
培も含めた農業が盛んな地域のた
め、一年を通して新鮮な野菜や果
物を手に入れることができます。

新鮮野菜・果物

面積の87.6％を森林が占める香美市では、林業
も盛ん。クルミ工房をはじめ市内の工房で、熟練
の職人が手がけた家具やインテリア雑貨などの
木工品は、全国で高い評価を得ています。市内
では間伐材を活用した木工体験もできます。

木工品

山田高校商業科の生徒
が地域に貢献したいとい
う思いから、特産品であ
るショウガを使って開
発。きざみショウガ入り
の白あんが竹炭入りの
しっとりした生地で包ま
れています。

高校三年生の
山田まん

清流物部川に育まれ
た川の幸で、シーズン
ともなると全国から釣
り人が訪れます。市内
各所では、塩焼きや姿
寿司などの郷土料理
が並び、人々に旬の味
わいを届けてく
れます。

アユ・アメゴ

香美市産を
プールやサウナを備えた「健康セン
ターセレネ」、農産物等の販売「韮生の
里美良布直販店」、「アンパンマン
ミュージアム」などがあり、平日休日を
問わず賑わいを見せています。

道の駅 美良布

昭和56年から開設されている、安さと
新鮮さが売りの施設です。備え付けの
棚に、野菜や花木、工芸品などが並ぶ
店構えからは、昔ながらの良心市の趣
を感じることができます。

香北町良心市利用組合

レストラン「よってこ物部」と「奥物部美
術館」、「ふるさと市」があります。懐かし
いふるさとの味を楽しみ、芸術にふれ、
地場産品を手にとれる、奥物部をまる
ごと体験できる施設です。

奥物部ふるさと物産館

自然に育まれた食材や

手作りの逸品を求める方が集まり

いつも賑わうスポットです。

香美市の魅力をぜひどうぞ。

農林漁業体験実習館
忘れつつある里山の暮らしを次世代
へ語り継ぐことを目的に、豆腐・こん
にゃくづくり、そば打ちなどの「里山の
味作り体験」やクラフト体験、歴史民
俗資料の展示スペースがあります。香
美市の里山の暮らしを、見て・ふれて・
体験することができます。

山

高
山

なつかしメニュー体験なら

流
物
部
川
や
森
林

に
包
ま
れ
た
香
美

市
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
川
の
幸
と
山
の
幸
は
、
ま

さ
に
大
地
の
恵
み
。
新
鮮
で
体

に
や
さ
し
い
自
然
の
味
で
す
。

昔
な
が
ら
の
郷
土
料
理
だ
け
で

な
く
、
ゆ
ず
玉
の
加
工
品
、
シ

カ
バ
ー
ガ
ー
、
シ
ョ
ウ
ガ
を
練

り
こ
ん
だ
高
校
三
年
生
の
山
田

ま
ん
な
ど
特
産
品
を
活
か
し
た

新
し
い
商
品
開
発
も
盛
ん
で
、

地
元
の
道
の
駅
や
山
田
の
日
曜

市
な
ど
で
も
人
気
で
す
。
食
の

魅
力
を
も
っ
と
広
げ
る
た
め
、

新
商
品
の
開
発
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
店
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
へ
の
紹
介
と
い
っ
た
販
路
開

拓
を
行
っ
て
い
ま
す
。

清

シカバーガー

山を守り、シカ肉のおいしさを伝えるた
め、シカ肉をソーセージなどの加工品や
飲食店メニューで提供しています。シカ
バーガーや「土佐の食1グランプリ」で1位
に輝いたシカドッグがあります。

シカ肉料理

ニュー
フェイス！
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３
０
０
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
っ

て
物
部
川
の
水
を
取
水
し
農
業

の
発
展
に
寄
与
し
た
野
中
兼
山
、

兼
山
の
娘
で
医
者
と
し
て
活
躍

し
た
婉
、
歌
人
と
し
て
活
躍
し

た
吉
井
勇
な
ど
、
賢
人
と
の
関

わ
り
も
深
く
、
そ
の
軌
跡
を
辿

ろ
う
と
、
今
も
多
く
の
人
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
一
度
は
廃
れ
た

塩
の
道
を
整
備
し
、
復
活
さ
せ

る
取
組
な
ど
も
あ
り
、
文
化
財

は
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
は
る
か

古
の
歴
史
を
伝
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

然
が
作
り
上
げ
た

文
化
財
や
、
数
々

の
歴
史
人
の
築
き

上
げ
た
足
跡
が
至
る
と
こ
ろ
に

残
る
香
美
市
。
龍
河
洞
は
自

然
の
雨
水
が
石
灰
石
を
侵
食
し

た
洞
窟
で
、
当
時
の
人
が
生
活

し
た
跡
に
置
き
忘
れ
た
土
器

「
神
の
壺
」
が
古
代
へ
の
ロ
マ
ン

を
か
き
た
て
ま
す
。
そ
の
他
、

県
指
定
天
然
記
念
物
と
し
て
は

最
大
級
の
大
日
寺
の
大
杉
な

ど
、
時
間
が
創
造
し
た
自
然
美

は
圧
巻
で
す
。
学
問
の
神
と
し

て
あ
が
め
ら
れ
る
谷
秦
山
や
、

自 先
人
の
面
影
と

歴
史
の
物
語
を
知
る

て
あ
が
め
ら
れ
る
谷
秦
山
や

ふ
る
さ
と
香
美
市
の

歴
史
文
化
財

龍河洞
日本三大鍾乳洞の一つです。
全長4kmにも及ぶ洞窟は、雨
水が1億7,500万年の年月を
経て石灰石を侵食したもの。
弥生時代中期後半の遺跡も
あります。国指定文化財（史
跡・天然記念物）。

谷秦山墓所
秦山（本名：重遠）は山崎闇斉の門人
で、土佐南学の最高峰となった人物
です。学問の神として信仰を集め、受
験の合格祈願に訪れる人々が後を絶
ちません。国指定文化財（史跡）。

野中兼山の偉業の一つです。
物部川の小田島ー神母ノ木間
（327m）に築かれた大規模な
農業用水取入堰跡で、現在は
緑地公園として憩いの場となっ
ています。疏水百選指定。県指
定文化財（史跡）。

山田堰跡

野中兼山の四女で医者として活躍し
た婉（えん）。誇りであった父を祀る
ため、父の旧臣・古槙氏とともに宝永
五（1708）年に建立しました。通称
「お婉堂」。市指定文化財（史跡）。

野中神社

厨子（扉付きの箱）に36の段を作り、36cm
の中尊と、19.2mmの像を配置。その間に
6cmの小像が1,000体配列された、中世の
造仏資料として貴重なものです。県指定文
化財（彫刻）。

高照寺
木造地蔵菩薩立像

香美市物部町神池地区の大
日寺境内にある大杉です。樹
高約6 0 m、目通り周囲約
9.4m、樹齢800年と推定され
ています。県の指定天然記念
物としては最大級となってい
ます。

大日寺の大杉

川上様として知られる名社の社宝
です。雨乞い神事に使われたとい
われる、高さ75．7cmと67cmの大
小2基の袈裟襷文（けさだすきも
ん）銅鐸があります。県指定文化財
（考古資料）。

大川上
美良布神社の

銅鐸

人間修行の日々をこの地で
明治・大正・昭和の三時代にわたり文芸界で活躍し
た歌人です。猪野々で隠棲したのは3年間のみでし
たが、猪野々での暮らしは「人間修行
の日々を過ごした」と振り返るほ
ど、人生において最も悩み、己を
見つめ直した場所でした。

吉井 勇
Y O S H I I  I S A M U

明治19（1886）年～
昭和35（1960）年

歴史人紹介

渓鬼荘（国登録有形文化財）

歌碑

え
ん
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祈祷舞神楽を練習する小中学生

大
人
も
子
ど
も
も
一
つ
に
な
り

ま
ち
中
が
熱
気
に
包
ま
れ
る
日

受
け
継
が
れ
る
鼓
動

伝統を受け継ぐ
鳴子製作 やまもも工房

よさこいで欠かすことのできない、よさこい鳴子
の工房。職人の技が光る手作りの鳴子や提灯など
で、地域の伝統を支えています。伝統的な鳴子の
配色をオリジナルの配色で展開した先駆者でも
あり、平成25年には合併推進体制整備費補助金
で香美市の新しい鳴子も製作しました。

塩を運ぶため人々が往来した道
を辿る歴史深いウォーキングコー
スを歩くもので、年々参加者が増
える人気のイベントです。地元の
人たちによって整備・維持された
快適なコースです。

土佐塩の道
30kmうぉーく

いざなぎ流
―祈祷舞神楽―

奥物部湖湖水祭奥物部湖湖水祭

物部川こども祭
―ステージ―

土佐山田まつり
―よさこい―

山田のかかし
コンテスト

大川上美良布神社
―おなばれ―

ム
が
よ
さ
こ
い
な
ど
で
盛
り
上

が
る
土
佐
山
田
ま
つ
り
、
子
ど

も
の
文
化
発
信
と
し
て
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
ブ
ー
ス
が

並
ぶ
物
部
川
こ
ど
も
祭
、ユ
ニ
ー

ク
な
か
か
し
が
勢
揃
い
す
る
刃

物
ま
つ
り
で
の
山
田
の
か
か
し
コ

ン
テ
ス
ト
、
湖
面
に
５
０
０
０

個
も
の
灯
篭
が
浮
か
ぶ
中
、
夜

空
に
大
輪
の
花
火
が
開
く
奥
物

部
湖
湖
水
祭
、
力
石
を
か
つ
ぎ

に
力
自
慢
が
集
ま
る
川
上
様
夏

祭
り
、
歴
史
を
感
じ
る
土
佐
塩

の
道
30 

km
う
ぉ
ー
く
な
ど
、
一

年
を
通
し
て
大
人
も
子
ど
も
も

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
行
事
の
新

旧
に
関
わ
り
な
く
、
地
域
に
受

け
継
が
れ
る
鼓
動
が
ま
ち
を
一

つ
に
し
て
い
ま
す
。

統
的
な
行
事
が
多

く
受
け
継
が
れ
る

香
美
市
。
中
で
も

特
徴
的
な
の
は
、
香
美
市
物
部

に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
い

ざ
な
ぎ
流
」
と
呼
ば
れ
る
民
間

信
仰
で
、
そ
の
起
源
は
平
安
末

期
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
な
ぎ
流
御

祈
祷
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
、
地
域
の

小
中
学
校
で
も
祈
祷
舞
神
楽
が

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、

棒
打
ち
や
み
こ
し
行
列
な
ど
の

「
お
な
ば
れ
」
が
行
わ
れ
る
大

川
上
美
良
布
神
社
の
秋
季
大
祭

な
ど
が
今
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
行

事
も
盛
ん
で
す
。市
内
外
の
チ
ー

伝

香北町の夏の風物詩とも
いえる夏祭りです。模擬店
やステージの他、巨石を
持ち上げる力石かつぎや
相撲大会、うなぎつかみ
など、子どもから大人まで
誰もが楽しめる夏のひと
ときです。

川上様夏祭り
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３
町
村
が
合
併
し
、香
美
市
が
誕
生

初
代
市
長
に
門
𦚰
槇
夫
氏
が
就
任

市
立
図
書
館
香
北
分
館
が『
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践

図
書
館
文
部
科
学
大
臣
賞
』を
受
賞

ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
10
周
年

香
美
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生　

土
佐
山
田
町
出
身
の
漫
画
家
・
は
ら
た
い
ら
さ
ん
死
去

廃
校
を
利
用
し
た
地
域
交
流
施
設
・
ほ
っ
と
平
山
が
オ
ー
プ
ン

大
宮
小
学
校
新
校
舎
が
完
成 

福
井
県
あ
わ
ら
市
と
姉
妹
都
市
協
定
を
締
結

山
田
保
育
園
・
楠
目
保
育
園
・
明
治
保
育
園
を
統
合
し
、な
か

よ
し
保
育
園
と
子
育
て
セ
ン
タ
ー
な
か
よ
し
が
開
園 

香
北
の
自
然
公
園
が
完
成 

姉
妹
都
市
締
結
40
周
年
を
記
念
し
、香
美
市
訪
問
団
が
米
フ

ロ
リ
ダ
州
ラ
ー
ゴ
市
を
訪
問

大
栃
高
校
が
山
田
高
校
と
統
合

香
美
市
い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ
ん
が
オ
ー
プ
ン

土
佐
山
田
・
香
北
・
物
部
の
消
防
団
が
合
併
し
、香
美
市
消
防

団
が
発
足

香
美
市
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
を
設
立

物
部
町
神
池
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
完
成

さ
く
ら
保
育
園
・
じ
ん
ざ
ん
保
育
園
を
統
合
し
、 

あ
け
ぼ
の
保

育
園
が
開
園 

香
美
市
新
庁
舎
が
完
成

龍
河
洞
開
洞
80
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催 

繁
藤
山
崩
れ
殉
職
・
殉
難
者
追
悼
慰
霊
祭
40
回
忌
大
祭

清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
会
で
物
部
川
の
鮎
が
日
本
一

北
海
道
積
丹
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結 

香
美
市
防
災
備
蓄
倉
庫
が
完
成

香
美
市
民
憲
章
を
制
定

逆
川
農
業
集
落
排
水
施
設
が
供
用
開
始

逆
川
保
育
園
が
廃
園

佐
岡
保
育
園
が
廃
園 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
韮
生
郷
が
完
成

物
部
町
五
王
堂
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
完
成 

大
栃
簡
易
水
道（
楮
佐
古
地
区
）給
水
開
始

香
北
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

香
北
町
出
身
の
漫
画
家
・
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
死
去 

あ
け
ぼ
の
街
道
が
全
線
開
通

法
光
院
晶
一
新
市
長
が
就
任 

土
佐
山
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成 

台
風
12
号
に
よ
る
豪
雨
に
伴
い
、香
美
市
で
初
め
て
避
難
勧
告

を
発
令

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
開
始 

佐
岡
小
学
校
が
廃
校

香
美
市
立
美
術
館
開
館
20
周
年

宝
町
体
育
館
の
改
築
が
完
成

渓
鬼
荘
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

物
部
町
岡
ノ
内
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
完
成

繁
藤
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
完
成

ほ
き
や
ま
簡
易
水
道（
平
山
地
区
）給
水
開
始

香
美
市
消
防
新
庁
舎
が
完
成

香
美
市
立
移
住
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
設
立 

香
美
市
役
所
香
北
支
所
の
新
庁
舎
が
完
成

土
佐
山
田
駅
開
業
90
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

第
10
回
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
決
勝
大
会
で
、香
北
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
入
賞 

香
美
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催 

ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
20
周
年

香
美
市
役
所
物
部
支
所
の
新
庁
舎
が
完
成

３
月

４
月

７
月

11
月

７
月

２
月

３
月

４
月

２
月

３
月

４
月

５
月

４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

10
月

２
月

４
月

６
月

11
月

４
月

７
月

10
月

11
月

４
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

１
月

３
月

４
月

６
月

７
月

11
月

12
月

３
月

７
月

12
月

土
佐
山
田
町
・
香
北
町
・
物
部
村
の
合
併
に
よ
り

平
成
18
年
３
月
、香
美
市
が
誕
生
。

一
つ
の
ま
ち
と
し
て
発
展
を
進
め
て
き
た

10
年
の
軌
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

10周年記念
表彰の様子

当日の
式次第

平成28年3月5日、香美市合併10周年記念式典を開
催。市の振興に寄与された方の表彰などで香美市の
発展を振り返り、市のさらなる前進を誓いました。

平成28年３月、香美市は
合併10周年を迎えました

記
念
式
典

記念式典のオープニングセレモニー
では、市内の小中高生が作詞した香
美市の歌を披露。作曲を担当した堀
内佳さんも駆けつけてくれました。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

平成28年10月30日、音楽などのス
テージ、写真展、マルシェなど、多くの
市民で賑わうイベントを開催。みんな
で香美市の10周年を祝いました。

28
・
３
・
５

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

合併10周年を記念して、香美市内
の見所とイメージキャラクターがあ
しらわれた切手が登場。高知県内の
全郵便局で販売されました。

28
・
３
・
５

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

市
制　

  

年
の
あ
ゆ
み

平
成
18
年（
２
０
０
６
）

平
成
19
年（
２
０
０
７
）

平
成
20
年（
２
０
０
８
）

平
成
21
年（
２
０
０
９
）

平
成
22
年（
２
０
１
０
）

平
成
25
年（
２
０
１
３
）

平
成
26
年（
２
０
１
４
）

平
成
27
年（
２
０
１
５
）

平
成
28
年（
２
０
１
６
）

平成18年3月
3町村が合併し、香美市が誕生

平成19年7月
ほっと平山がオープン

平成25年11月
あけぼの街道が全線開通

平成26年9月
キャラクターナンバープレート

交付開始

平成28年7月
アンパンマンミュージアム開館20周年

平成27年6月
香美市消防新庁舎が完成 平成21年4月

香北の自然公園が完成 

平成23年5月
香美市新庁舎が完成

平成22年4月
香美市いんふぉめーしょんがオープン

平
成
23
年（
２
０
１
１
）

平
成
24
年（
２
０
１
２
）
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第
２
次

香
美
市

振
興
計
画

輝
き
・
や
す
ら
ぎ
・
賑
わ
い
を

み
ん
な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

24,400人

輝
き
・
や
す
ら
ぎ
・
賑
わ
い
を
み
ん
な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り 

基
本

方
針

１
ま
ち
の

か
た
ち
を

創
る

都
市
計
画
／
市
道

等
の
整
備
／
公
共

交
通
等

基
本

方
針

２
み
ど
り
を

保
つ 

消
防
・
防
災
／
水

道
／
汚
水
／
環
境

等
／
防
犯

基
本

方
針

３
や
す
ら
ぎ

を
守
る

保
健
／
医
療
／
福

祉

基
本

方
針

４
賑
わ
い
を

興
す 

農
林
業
／
商
工
業

／
観
光

基
本

方
針

５
未
来
を

拓
く

子
育
て
／
教
育
／

人
権

基
本

方
針

６
み
ん
な
で

築
く

協
働
／
行
政
／
高

知
工
科
大
学
と
の

連
携

地
域
の
よ
さ
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り

各
地
域
で
受
け
継
ぎ
、育
ま
れ
て
き
た
伝
統
文
化

や
地
場
産
業
な
ど
は
地
域
の
魅
力
や
個
性
で
す
。

そ
の
輝
き
を
大
切
に
継
承
し
、美
し
い
街（
市
街

地
）、美
し
い
里（
集
落
）の
魅
力
が
一
層
輝
く
居
心

地
の
良
い
ふ
る
さ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

1
み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

人
と
地
域
が
支
え
合
っ
て
培
っ
て
き
た
暮
ら
し
を

大
切
に
し
、教
育
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
、産
業
振

興
を
図
り
ま
す
。安
全
で
快
適
、便
利
で
賑
わ
い
が

あ
り「
住
ん
で
良
か
っ
た
、住
み
続
け
た
い
」と
思

え
る
活
力
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

2
み
ん
な
で
共
に
進
め
る

ま
ち
づ
く
り

全
て
の
市
民
が
ま
ち
の
一
員
と
し
て
、活
動
に
主
体

的
に
参
画
し
、ま
ち
の
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
に

手
応
え
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、知
の
拠
点
で
あ
る
高
知
工
科
大
学
と
連
携

し
、小
・
中
・
高
の
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

3

将
来
都
市
像
に
基
づ
い
た
、将
来
人
口
等
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、

基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
設
定
し
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
共
に
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り
へ

振
興
計
画
と
は
、
香
美
市
の
め
ざ

す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
基
本

理
念
、
将
来
都
市
像
な
ど
を
示
し

た
「
基
本
構
想
」
と
、
各
種
政
策

を
体
系
化
し
た
「
基
本
計
画
」
で

構
成
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。
合
併
時
に

策
定
さ
れ
た
「
香
美
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
基
に
、
第
１
次
香
美

市
振
興
計
画
を
策
定
し
、
香
美
市

の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
市
民
と
行
政
、
み
ん
な

で
築
く
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
方

向
性
や
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
を

踏
ま
え
、
新
た
に
平
成
29
年
度
か

ら
38
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
期
間

と
す
る
第
２
次
香
美
市
振
興
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
５
年
ご
と

の
基
本
方
針
を
示
す
「
基
本
計
画
」

で
は
、
さ
ら
に
３
年
ご
と
の
「
実

施
計
画
」
を
、
毎
年
度
見
直
し
な

が
ら
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

まちづくりの
方向性

将来目標人口
（平成 38年）

基本理念基本方針

美
し
く
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
、

共
に
支
え
あ
う

進
化
す
る
自
然
共
生
文
化
都
市
・
香
美
市

将来都市像

3132



政 策政 策

基本方針

都 市 計 画 ・ 公 共 交 通

美
し
い
山
や
川
、市
街
地
、里
（
集

落
）
な
ど
、
広
い
市
域
内
に
多
様

な
環
境
が
あ
る
香
美
市
。「
進
化

す
る
自
然
共
生
文
化
都
市
」
の
実

現
に
向
け
て
、
地
域
ご
と
の
特
性

や
機
能
を
活
か
し
な
が
ら
、
先
進

的
で
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
街

地
で
は
活
性
化
に
向
け
た
事
業
等

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
減

少
に
よ
る
空
き
家
の
増
加
は
、
賑

わ
い
の
消
失
を
危
惧
す
る
も
の
で

す
。
移
住
希
望
者
等
の
希
望
に
応

じ
た
住
宅
供
給
や
、
地
域
医
療
等

の
充
実
、
公
共
交
通
の
充
実
を
図

る
な
ど
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
ま
す
。

計画的な
土地利用の推進

市街地や
集落の整備

交流・生活基盤の
整備

都市イメージの
形成

まちのかたちを創る

基本方針

安 全 ・ 安 心 ・ 環 境

約
９
割
が
森
林
で
あ
る
香
美
市
の

豊
か
な
み
ど
り
を
守
る
こ
と
は
、

地
球
環
境
の
保
全
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。「
災
害
に
強
い
香
美
市
」

を
め
ざ
し
て
、
防
災
行
政
無
線
の

整
備
や
、
住
宅
の
耐
震
化
、
家
具

の
固
定
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
に
向

け
て
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

対
す
る
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行

い
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

森
林
の
育
成
・
管
理
や
物
部
川
を

守
る
市
民
活
動
等
の
振
興
を
図
る

他
、
生
活
排
水
処
理
や
ご
み
分
別

な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
環
境

保
全
に
努
め
ま
す
。

安全・安心な
まちづくり

自然資源の保全と
活用の推進

水資源の
安定的な確保と

利用

自然と共生する
地域づくりの推進

みどりを保つ

中心市街地

高知テクノパーク（研究学園交流拠点）物部川流域ふるさと交流推進協議会

べふ峡温泉周辺のみどり

3334



政 策政 策

基本方針

福 祉 ・ 医 療

市
民
が
前
向
き
に
健
康
づ
く
り
や

自
立
し
た
生
活
の
継
続
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
民
間
事

業
者
と
の
連
携
や
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、行
政
・
地
域
・

事
業
者
に
よ
る
元
気
な
長
寿
社
会

を
築
く
体
制
を
作
り
ま
す
。
福
祉

事
務
所
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
充

実
と
と
も
に
、
見
守
り
や
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
る
他
、
介
護
予

防
の
視
点
と
し
て
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
交
流
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
の
支
え
合
い
体
制
を
構
築

し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
は
、
関
係
機
関
と
協
議
・

連
携
し
な
が
ら
病
院
・
診
療
所
の

配
置
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

支えあいの
まちづくり

保健、医療の
充実

高齢者福祉の
充実

障害者福祉の
充実

やすらぎを守る

基本方針

産 業

香
美
市
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
に
は
、
交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
と
、
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
の

振
興
が
必
須
で
す
。
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
の
推
進
や
、
姉
妹
都
市
交
流

の
継
続
・
充
実
に
よ
っ
て
活
発
で

多
彩
な
交
流
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
農
林
業
で
は
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
・
向
上
、
木
材

の
利
用
拡
大
の
推
進
、
販
路
拡
大

に
努
め
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
も
含
め

た
新
た
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
観
光
振
興

の
展
開
、
雇
用
機
会
の
確
保
、
買

い
物
環
境
の
充
実
等
、
市
民
や
訪

れ
る
人
に
魅
力
的
な
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

交流による
まちづくりの推進

農林業の
振興

地域産業の振興と
就業機会確保の
総合的な推進

観光の
振興

賑わいを興す

商工業の
振興

傾聴ボランティア養成講座

介護予防事業盛んな農業

刃物まつりでの姉妹都市交流
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政 策政 策

基本方針

子 育 て ・ 教 育 ・ 人 権

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
子
育

て
支
援
対
策
と
し
て
、
長
時
間
保

育
や
０
歳
児
保
育
な
ど
、保
育
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

就
学
前
教
育
か
ら
大
学
教
育
ま
で

の
各
種
機
関
や
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

的
施
設
の
あ
る
教
育
環
境
を
活
か

し
、
大
学
や
研
究
機
関
、
地
域
住

民
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
や
、

健
全
育
成
、
学
力
向
上
な
ど
、
地

域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
そ
の
他
、
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
、
人
権
意

識
の
向
上
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
確
立
、
地
域
文
化
の
継
承
・
育

成
に
も
取
り
組
み
、
未
来
を
拓
く

地
域
文
化
を
創
造
し
ま
す
。

子育て支援の
充実

未来を拓く
子どもの育成

人権尊重の
地域づくりの
推進

心豊かな生涯学習・
生涯スポーツ活動

の振興

地域文化の
保護・継承と

創造

未来を拓く

基本方針

行 政 ・ 市 民 参 画 ・ 大 学 連 携

香
美
市
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る

た
め
、
合
理
的
で
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
多
様
な
行
政

需
要
に
対
応
で
き
る
行
政
職
員
の

育
成
や
、
広
域
連
携
で
提
供
し
て

い
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
図

り
ま
す
。「
広
報
香
美
」
の
発
行

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
情

報
公
開
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
を
通
じ
た
地
域
間
の
相

互
理
解
の
促
進
な
ど
、
市
民
の
参

画
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。
そ

の
他
、
地
域
産
業
の
連
携
、
大
学
・

研
究
機
関
・
地
域
住
民
の
連
携
な

ど
を
通
じ
て
、
市
民
主
体
の
地
域

づ
く
り
、
市
民
と
共
に
歩
む
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

合理的、効率的
行財政運営の推進

行政職員の
資質向上と
適正配置

市民と共に歩む
まちづくりの推進

高知工科大学と
共に歩む

まちづくりの推進

みんなで築く

授業風景

子育て支援センター高知工科大学キャンパス

市役所庁舎

香北支所 物部支所
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市
議
会
で
は
、
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
香
美
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行

や
議
会
報
告
会
を
行
い
、
市
議
会

活
動
や
議
案
の
議
決
結
果
な
ど
を

市
民
の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
本
会
議

の
傍
聴
も
、
市
政
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
20
名
の
市
議
会
議
員
は
２

万
７
千
人
の
市
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
代
表
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚

を
持
ち
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た

議
会
運
営
を
行
い
ま
す
。

市
民
目
線
に
立
つ

開
か
れ
た
議
会
へ

議場

議会報告会

香美市議会だより

よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
に
惚
れ
込
ん
だ
北

海
道
大
学
の
学
生
た
ち
が
本
場
で
踊
り

を
披
露
す
る
に
は
、
１
２
０
名
の
大
所

帯
が
格
安
で
宿
泊
で
き
る
施
設
が
必
要

で
し
た
。
そ
こ
で
受
入
れ
を
快
諾
し
た

の
が
、
旧
土
佐
山
田
町
で
す
。
平
成
４

年
に
生
ま
れ
た
縁
は
、
よ
さ
こ
い
チ
ー

ム
「
ヤ
ー
レ
ン
ソ
ー
ラ
ン
積
丹
町
＆
香

美
市
」
を
結
成
す
る
ま
で
に
至
り
、
平

成
14
年
６
月
に
晴
れ
て
姉
妹
都
市
提
携

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た

「
高
知
県
物
産
展
」
で
、
お
互
い
の
拠

点
駅
で
あ
る
JR
駅
の
姉
妹
提
携
の
話
が

縁
と
な
り
、
香
美
市
の
旧
町
村
と
あ
わ

ら
市
の
旧
町
で 

、
昭
和
48
年
８
月
２
日

に
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
ま
し
た
。

同
時
に
「
芦
原
温
泉
駅
」
と
「
土
佐
山

田
駅
」
が
姉
妹
駅
提
携
を
し
て
い
ま
す
。

合
併
後
平
成
21
年
３
月
１
日
に
再
調
印

を
行
い
、
祭
り
参
加
な
ど
の
相
互
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。

タ
ン
パ
湾
に
面
し
た
大
き
な
ま
ち
で
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
栄
え
て
い
ま
す
。

旧
土
佐
山
田
町
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
員
が
、
国
際
感
覚
を
持
っ
た
青
年
を

育
て
た
い
と
姉
妹
都
市
締
結
の
動
き
が

進
み
、
昭
和
44
年
７
月
11
日
旧
土
佐

山
田
町
役
場
議
場
に
て
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
成
４
年
に
は
山
田
高
校

と
ラ
ー
ゴ
高
校
が
姉
妹
校
提
携
を
結

び
、
短
期
留
学
な
ど
の
交
流
が
続
い
て

い
ま
す
。

北
海
道

積
丹
町

し
ゃ
こ
た
ん

福
井
県

あ
わ
ら
市

米
国
フ
ロ
リ
ダ
州

ラ
ー
ゴ
市

よさこいチーム
「ヤーレンソーラン積丹町＆香美市」

あわら市との交流「観月の夕べ」

姉妹都市提携45周年事業

姉妹都市提携40周年記念の
調印式（平成22年2月5日）

平成21年3月1日の調印式

小学生の交流

姉 妹 都 市 交 流 市 議 会
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街
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山田高

楠目小

鏡野中

香美市消防庁舎

香美市役所

香美市
いんふぉめーしょん

土佐山田
幼稚園

第二土佐山田幼稚園

土佐山田地方合同庁舎中央公民館
至 南国

市

至 香北町
・物部町 峡

香美市
イメージ
キャラクター

物部 アユちゃん龍河洞 リューくんさくらてんし 土佐打刃物 タンちゃんフラフラ フラくん瀧のシブキちゃん

しいたけ たけちゃん かりかり モモコちゃんあじさいひめゆずぼうやさんれい さんちゃん森の モリくんぎんなん ぎんちゃん

昔から産業、生活に深く関わ
り、大空へまっすぐ伸び、緑の
森となる「すぎ」は、市民の心の
支えとなり、“やすらぎ”をあた
え、安定と躍進を表しています。

市の木 … すぎ
「カミ」の文字をモチーフに、豊
かな自然と未来に向かって躍
動する「人」の姿を併せ、輝き・
やすらぎ・賑わいをみんなで
築くまちづくりを象徴的に表
現しています。

市 章
清流をすみかとする鳥で、気
品と清涼感を感じさせる姿は
香美市の“輝き”を象徴し、豊
かな自然と良好な環境を表し
ています。

市の鳥 … かわせみ
小さながくが寄り添い、大輪
の花となる姿は、人の心を和
ませるとともに香美市の“賑わ
い”を象徴し、発展を表してい
ます。

市の花 … あじさい

香 美 市
Information

高知県

香美市

©やなせたかし

414242
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香 美 市 民 憲 章
前 文

本 文

私たちの香美市は、美しく、豊かな自然に育まれています。
先人が築き上げた尊い文化や伝統を受け継ぎ、人々が愛と勇気を心に持ち、
誰もが幸せを感じられるまちを目指し、ここに市民憲章を定めます。

1、豊かな自然を守り、美しいふるさとを未来に届けましょう。
1、互いに思いやり、ささえあう、心安らぐまちにしましょう。
1、歴史に学び、伝統を守り、高め、文化の香りあふれるまちにしましょう。
1、子どもたちの笑い声は宝物、みんなで見守り育てましょう。
1、感謝の気持ちを大切に、元気で働き、仲よく住みよいまちにしましょう。

（平成 24 年 4月1日制定）

※香美市役所本庁舎前に設置（平成 29 年 2月）




